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・ ３月のドイツＩｆｏ企業景況感（ 年＝ の指数）は前月差＋ ポイントと７ヶ月振りに前

月から改善した。ただ、過去数ヶ月の落ち込みが大きかったこともあり、今月の反発後も、昨年

月の水準を取り戻していない。内訳は、現状判断が同＋ ポイント、先行き判断が同＋ ポ

イントと、何れも７ヶ月振りに改善。こちらも反発は全般に弱く、現状判断が今年１月の水準を、

先行き判断が昨年 月の水準を回復できなかった。

・ 日に発表された３月のユーロ圏やドイツのＰＭＩが、２月の反発から一転して再び落ち込み、

景気後退への警戒が広がっていた。今月のＩｆｏ指数の反発はこうした警戒を和らげるものだが、

反発の度合いは総じて弱く、先行きの不安払拭には至らない。

・ 業種別の先行き業況判断（ゼロが分岐点）は、製造業（前月：▲ →今月：▲ ）と建設業

（▲ →▲ ）のマイナス幅が拡大した一方、サービス業（＋ →＋ ）のプラス幅が拡大、

卸売業（▲ →▲ ）と小売業（▲ →▲ ）のマイナス幅が縮小した。製造部門の不振

を内需部門の堅調がカバーする構図はＰＭＩと同様だが、ＰＭＩに比べて製造業の落ち込みが軽

微で、サービス業の改善幅が大きかった。

・ 調査対象カバレッジはＩｆｏに軍配が上がるが、今月のサービス業の反発の大きさにはやや唐突

感もある。他方、製造業ＰＭＩの落ち込みも、今回のＩｆｏと照らして過大に出ている可能性が

ある。両者を足して２で割ったイメージが、今のドイツの景況感の居所といったところか。
■ドイツ：Ｉｆｏ企業景況感 ■ドイツ：業種別の先行きの業況判断
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